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はじめに：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
認知症の進行予防のため様々な療法や介護が各施設で取り組まれている。青松庵においては施設の特性や地理的な条件、入居者の生活歴やＡＤＬ状況を考え、アクティビティケアの一環として園芸療法を行なうことにした。認知症の進行予防や身体能力の維持、精神的な安定といった面から療法前後の変化や効果について報告する。

方法：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
敷地内に耕作農地があり、ここを利用して入居者とスタッフが季節の野菜や花を育てながら、本人の自発的な言動や様子、また過去の記憶に関する問い掛けへの反応を観察する。また療法後の本人の変化や行動障害の有無についての統計を行なう。

結果：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
農作業経験者の方は、昔の記憶に関する発言が見られ、作業行動も自発的なものが多くあった。作業によってはあまり交流のない方同士の共同作業があり人的、社会的な交流が見られた。

療法後についても、他のケアとの相関等も考えられるが行動障害は改善されている

考察：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
園芸療法は入居者の可能性（身体的、精神的、社会的）を引き出すと共に、過去の記憶の想起や感覚の刺激といった点から、その認知症の進行予防にも効果があると思われる。

ただし個別（身体状況や興味、生活歴等）に応じた作業内容や活動の計画性といったものが必要である。

まとめ：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
園芸作業を通じケアの目的である本人の可能性を引き出す事はできたように思う。また職員側には、そうした場面を見る事で認知症の理解をより深めたり新たな介護への意欲が生まれた。

認知症の進行予防や身体能力の維持を実現するために、療法の内容や手段をより明確にしさらに専門的なケアの提供を目指したい。
